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ＧＨＰコンソーシアム創立 25周年記念特集号 
東日本大震災後のガス体エネルギーの役割 

～電力ピークカット、節電に貢献するＧＨＰ～ 

企  画 ＧＨＰコンソーシアム 

編集発行 株式会社 石油化学新聞社 
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●発刊のご案内● 
 

 ＧＨＰコンソーシアムは年次機関誌『ＧＡＳ21 vol.14』（企画／ＧＨＰコンソーシアム、編

集・発行／石油化学新聞社）を発刊しました。本号は創立 25 周年記念特集号となります。 

 東日本大震災以降の電力供給不足が長期化するなか、電力ピークカットと節電に大きく貢献

するＧＨＰの役割は重要性を増しています。抜本的な見直し作業が続いているエネルギー基本

計画では、将来的なエネルギー構成として再生可能エネルギーや天然ガスに重きが置かれ、Ｌ

Ｐガスなど化石燃料の有効性を再評価する内容が盛り込まれる見込みです。また、電源構成で

はコージェネレーションシステムが注目されており、ＬＰガスもその一翼を担うことが期待さ

れています。 

 ＧＨＰ発売から 25 年が経ちました。当初、夏期の電力ピークカット対策としてガス冷房が注

目され、大手都市ガス会社とＧＨＰメーカーの共同開発によりＧＨＰが誕生しました。そして

今日、節電要請や電気料金の値上げは国内産業や国民生活に負担を強いており、省電力対策は

喫緊の課題となっています。そうしたなかＧＨＰは、消費電力の多い空調分野における実効性

ある対策の一つとして再評価されています。昨年の大口需要家に対する電力使用制限ではＧＨ

Ｐ設置の有無が明暗を分け、ガス冷暖房を見直す機運が高まりました。今後、ＧＨＰに対する

ニーズとともにより一層の普及拡大が期待されます。 

 関連業界各位にぜひご一読頂き、本誌のご活用をお勧めいたします。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

      

      お申し込みは、Fax でお願いします。 

         ㈱石油化学新聞社 業務局書籍係 

〒101-0032 東京都千代田区岩本町 2-4-10 アイセ岩本町ビル 5F 

TEL03(5833)8840 FAX03(5833)8841 
または表記の各支社・支局でも取り扱います。 
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◆巻頭言／今こそＧＨＰ普及拡大の流れを確固たるものに 

 ＧＨＰコンソーシアム理事長 田中宏昌 

◆電力ピーク対策に貢献するＧＨＰ 

 ＬＰガスを巡る最近の状況／資源エネルギー庁石油流通課企画官 小島暢夫 

◆ＧＨＰ発売 25 年 その歴史的役割を果たすとき 

 ＧＨＰコンソーシアム技術顧問 山岸一夫 

◆官需を起点に民間へ ＧＨＰ草の根運動－東京・多摩地区で学校空調にＧＨＰ 

◆ＬＰガス事業者のＧＨＰ販売戦略 

「ＧＨＰ、太陽光、非常用発電機 三種の神器を積極推進」（岩谷産業）、「ＧＨＰ販売、グループ目標 4,600

馬力」（アストモスエネルギー）、「ＬＰガス化、省エネ提案への取り組み」（北海道エア・ウォーター）、「当

社のＧＨＰ拡販戦略－既存顧客フォロー、工業用・業務用提案営業」（大陽日酸） 

◆ＬＰガスコージェネ普及へ レモンガスの挑戦 

◆新エネルギー時代への挑戦 環境商材の販売促進策 

「ＳＯＦＣ、太陽光発電普及へソフト・ハード一体の提案型販売」（ＥＮＥＯＳグローブ）、「ＧＨＰ＋太陽

光発電による超節電効果を積極提案」（ＴＯＫＡＩ） 

◆大手都市ガス 3社のＧＨＰ販売戦略とガス空調市場 

「節電時代のＧＨＰ販売戦略と将来の需要想定」（東京ガス）、「ＧＯ！エナジースピリッツ ＧＨＰ販売戦

略」（大阪ガス）、「節電時代のＧＨＰ販売戦略と将来の需要想定」（東邦ガス） 

◆ＧＨＰメーカーの事業戦略  

「Ｅ2 シリーズ『ＧＨＰエグゼア』の概要」（アイシン精機）、「電源自立型空調ＧＨＰ エクセルプラス」（パ

ナソニックＥＳ産機システム）、「ＧＨＰの復権に向けて～弊社の取り組み」（ヤンマーエネルギーシステ

ム）、「三菱重工製ＧＨＰ『ＸＡＩＲ ＥＣＯ1 シリーズ』」（三菱重工業）、「節電ニーズに対応した『ハイ

ブリッド個別空調システム』」（ダイキン工業） 

◆＜核災地＞福島の、いま 若松丈太郎 

●主な内容● 


